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「周南で働く現役の後輩への書き残しメッセージ」

私と日新とOB会
~ my last message ~

十川昌久　　東京都世田谷区　昭和18年生　元労働部

　日新製鋼の名前が無くなり、周南0B会も無くなる。寂しい事です。
　日新製鋼各支部0B会設立に、共済会役員として深く関わってきた経緯か
らも少し書き残しておきたいと思います。
　昭和34年４月、日新発足。昭和37年６月、呉・高炉火入れ、同年、周
南ステンレス一貫体制（電炉）化。周南の電気炉、呉の高炉で念願の一貫メー
カーになる。従業員もこの頃に増加。いわゆる日新の団塊の世代である。

小生も昭和37年入社であるから、「36のカブ、37のブタ」と呼ばれました。でも、鉄鋼は「王
様か乞食か」と呼ばれた。いつか倒産するのではないか？　そんな時代が続きました。
　小生は徳山地区研究所に配属されました。徳山と南陽に研究所は分散していたのですが、
すぐに南陽に統合されました。徳山駅から南陽工場まで防長バスで10円でした。すぐ、15円
になりました。新開橋で降りたお婆さんが10円しか払いません。車掌さんは困っています。
お婆さんは帰りに徳山まで、また、乗るのでその時20円払うというのです。結構ひと悶着あ
りました。そんな時代でした。
　入社当時は残業をしても、奨励給が基礎にならず、１時間が69円でした。何回かの不景気、
経済危機を乗り越えて、我々の給与も大手並みになっていきました。発行株50円の株価が27
円にもなることもありました。それを乗り越えてきたことは、経営陣と労組の懸命なる努力
のお蔭です。日新労組の初代書記長の清水利治さんは、小生卒業の下松工高の大先輩です。
清水さんは、「流れに従い、流れを制す」という名文句を残しました。この言葉は生きている
のでしょうか？
　南陽では、酸素の分析担当でした。電気炉から出てくるステンレス中の酸素の量を測るの
です。徹夜もありました。分析器具は耐熱ガラス製でした。溶着したステンレスによりガラ
ス器具が時々壊れるのです。その器具は2.5～３万円もするので、１万円以下の日給月給の我々
は、びくびくと仕事をしていました。圧延の現場に行ってみると、ステンレスの板がだんだ
ん薄くなっていきます。年輩のおじさんが木の棒でステンレスの板の端を叩いているのです。
それで圧延がうまくできるのです。理論的なことは分かりませんが、職工の知恵、職人のノ
ウハウなんです。
　そんな日新も順調に発展しました。バブル期までには超一流企業になりました。だが、落
とし穴が待っていました。バブルが崩壊したのです。そして、中国の進出、デフレの恒常化。
苦難の道は続きます。戦後の日本のあらゆる制度は“インフレ”を基調にしていました。“デ
フレ”になると制度が崩壊します。「失われた30年」と言われますが、まだまだ、デフレは
終息していません。
　日新は上場を廃止して、日本製鉄の完全子会社になり、吸収合併となりま
した。周南は日鉄ステンレスとなり、呉製鉄所は無くなるとのことです。日
新に入社し、日新で退職した小生は本当に寂しい限りです。せめて、月星印
の復活を願うばかりです。現在存続している月星商事が希望の星です。
　日新製鋼の名前は無くなりますが、日鉄ステンレスとしての工場はあります。
どうかこの工場で働く後輩たちは立派な仕事をして、次の後輩たちに働く場を残し、引き継
いで欲しいと思います。また、労組は国内の雇用を確保するために「国産品愛用運動」を大々
的に行って欲しい。喜寿の歳の小生の強い強い思いです。
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会員のみなさんが、  密かにたのしんで
おられるお宝を紹介するコーナーです
はたして、  あなたの鑑定や いかに
第6回目はこの方の、このお宝です



芸

陶

趣
味
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告

�

担
当
幹
事　

福
田 

勤　

池
田
邦
夫

三
密
に
注
意
し
活
動
継
続
！

　

毎
月　

日
曜
日　

13
時
～
15
時
す
ぎ
ま
で
、

５
名
の
メ
ン
バ
ー
が
独
自
の
構
想
で
陶
作
活

動
を
実
施
。
窯
の
容
量
に
合
う
所
定
の
作
品

数
量
と
な
り
、
12
月
６
日
に
約
15
時
間
か
け

て
焼
成
作
業
を
実
施
。
釉
薬
の
出
来
栄
え
等

の
楽
し
み
と
課
題
で
ま
た
、
難
し
さ
に
挑
戦

で
す
。
今
年
も
周
南
市
戸
田
「
陶
房　

春
」

で
同
様
に
作
業
を
行
い
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
歓
迎
し
ま
す
。

�

担
当
幹
事　

岩
山
要
治　

河
嶋
龍
彦

フ

ル

ゴ

第190回大会　９月26日
徳山国際CC　33名参加

優勝　熊﨑範男　42 H12 30（写真中）
２位　藤井一明　42 H11.5 30.5（左）
３位　河村毅麿　41 H9 31（右）

（ハーフコンペにて開催）

第191回大会　11月26日
中須GC　39名参加

優勝　井下寿夫　42 H10.5 31.5（写真中）
２位　田村岩夫　41 H9 32（左）
３位　田中一好　43 H8.5 34.5（右）

（ハーフコンペにて開催）

日
新
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

　

10
月
の
大
会
は
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
り
、

本
年
後
半
は
２
大
会
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
は
Ｏ
Ｂ
会
解
散
の
年
と
な
り
ま
す

が
、
最
後
ま
で
大
会
は
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ハ
ン
デ
イ

は
本
年
の
実
績
が
少
な
い
た
め
改
定
は
行
わ
ず
、

今
年
の
ハ
ン
デ
イ
を
も
っ
て
新
ハ
ン
デ
イ
と
し

ま
す
。　

担
当
幹
事　

河
野
龍
秀　

高
光
修
司

三
密
を
避
け
て
の
作
業
実
施

菜

園

　

い
ず
れ
の
作
業
も
、
マ
ス
ク
着
用
で
行

い
ま
し
た
。

７
月
以
降
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
治
ま
ら
ず
、
ゴ
ル
フ
、
菜
園
、
陶
芸
、

短
歌
以
外
の
ク
ラ
ブ
は
活
動
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

恒
例
だ
っ
た
里
芋
収
穫
後
の
芋
煮
会
も

コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
。
菜
園

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、運
営
上
の
問
題
か
ら
、

里
芋
の
収
穫
を
最
後
に
活
動
を
休
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
へ
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

里 芋枝 豆 落 花 生月 /日 参加
人数

7/5
7/27

8/28
8/19

10/25
11/13

11/29
12/3

3
14
14
2
2

14

3
15 耕転・溝上げ

収　穫

収　穫

収　穫

草取り・芽かき
追肥・土寄せ草取り・追肥

その他の作業
（仮菜園にて）

畦畔草刈り

畦畔、溝の草刈り

畦畔、溝の草刈り

枯草焼却畦畔草刈り

（2 回目）

菜園クラブ　下半期の作物と作業

� 会員数16名　

12/3 里芋収穫後、マスクを外して最後の記念撮影

7/27 枝豆の収穫

11/13 落花生の収穫

12/3 里芋の収穫
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